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(57)【要約】
【課題】内視鏡のリプロセスに用いる液体よりも少ない
液体量にて温度センサを浸漬でき、正確な液体の温度測
定を行うことができる構成を具備する内視鏡リプロセッ
サを提供する。
【解決手段】内視鏡が配置される処理槽４と、処理槽４
に液体Ｓを導入する液体導入口３３’と、処理槽４に配
置された温度センサ１５３と、一端に配置され液体導入
口３３’に接続される接続部と、他端に配置され温度セ
ンサ１５３を着脱自在に覆うカバーと、接続部とカバー
とをつなぐ流路とを有する液体移送具２００と、液体移
送具２００または温度センサ１５３に設けられ、流路か
ら液体を漏出させるリリーフ部とを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡が配置される処理槽と、
　前記処理槽に液体を導入する液体導入口と、
　前記処理槽に配置された温度センサと、
　一端に配置され前記液体導入口に接続される接続部と、他端に配置され前記温度センサ
を着脱自在に覆うカバーと、前記接続部と前記カバーとをつなぐ流路とを有する液体移送
具と、
　前記液体移送具または前記温度センサに設けられ、前記流路から前記液体を漏出させる
リリーフ部と
　を含むことを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
　前記リリーフ部は、前記カバーの内周に配置された凸部を含むことを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項３】
　前記リリーフ部は、前記温度センサの外周に配置された凸部を含むことを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項４】
　前記流路は、可撓性を有するチューブであることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
リプロセッサ。
【請求項５】
　前記処理槽を加温する加温部を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセ
ッサ。
【請求項６】
　前記加温部は、前記処理槽の底部に設けられていることを特徴とする請求項５に記載の
内視鏡リプロセッサ。
【請求項７】
　前記温度センサは、前記底部から起立していることを特徴とする請求項６に記載の内視
鏡リプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡が配置される処理槽に温度センサが設けられた内視鏡リプロセッサに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡リプロセッサを用いた内視鏡の再生処理は、液体が処理槽に供給され、処理槽に
て内視鏡が所定時間、液体に浸漬されることにより行われる。
【０００３】
　尚、内視鏡の再生処理としては、液体、例えば薬液が用いられる薬液処理が挙げられ、
薬液処理としては、消毒液が用いられて行われる消毒処理が挙げられる。
【０００４】
　また、内視鏡の薬液処理を確実に行うためには十分な薬効を得るため薬液を適切な温度
まで加温する必要が生じる。よって、処理槽に加温部によって加温された薬液の温度を測
定する温度センサが設けられた構成が周知である。
【０００５】
　特許文献１では、処理槽に底部に温度センサを設けた内視鏡リプロセッサの構成が開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】特開２０１５－７０９４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、処理槽に設けられた加温部にて処理槽内の薬液を加温した場合、特許文
献１に開示されているように、処理槽の底部に温度センサが設けられていると、温度セン
サは、加温部によって加温された処理槽内の薬液の温度勾配の影響を受けやすい。
【０００８】
　その結果、温度センサは、正確な薬液の温度を測定することができないといった問題が
あった。
【０００９】
　一方で、温度勾配の影響を抑える為、温度センサを処理槽の底面から離間して配置した
場合、温度センサが水没するまで薬液を上昇させなければならず、リプロセスに必要な量
を超えて薬液を使用する必要あった。
【００１０】
　本発明は、前記問題点を解決するためのものであり、内視鏡のリプロセスに用いる液体
よりも少ない液体量にて温度センサによる温度測定を行うことができる構成を具備する内
視鏡リプロセッサを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため本発明の一態様における内視鏡リプロセッサは、内視鏡が配置
される処理槽と、前記処理槽に液体を導入する液体導入口と、前記処理槽に配置された温
度センサと、一端に配置され前記液体導入口に接続される接続部と、他端に配置され前記
温度センサを着脱自在に覆うカバーと、前記接続部と前記カバーとをつなぐ流路とを有す
る液体移送具と、前記液体移送具または前記温度センサに設けられ、前記流路から前記液
体を漏出させるリリーフ部とを含む。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、内視鏡のリプロセスに用いる液体よりも少ない液体量にて温度センサ
による温度測定を行うことができる構成を具備する内視鏡リプロセッサを提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施の形態の内視鏡リプロセッサの構成を概略的に示す図
【図２】図１の液体移送具を、温度センサ及び液体導入口とともに示す部分断面図
【図３】図２中のIII線で囲った部位を拡大して示す液体移送具及び温度センサの部分断
面図
【図４】図３中のIV-IV線に沿う液体移送具及び温度センサの断面図
【図５】図１の内視鏡リプロセッサの内部構成の一例を示す図
【図６】図１の内視鏡リプロセッサの内部構成の図５とは異なる一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。本発明の内視鏡リプロセッサは
、内視鏡に対して、再生処理を施す装置である。
【００１５】
　ここでいう再生処理とは特に限定されるものではなく、水によるすすぎ処理、有機物等
の汚れを落とす洗浄処理、所定の微生物を無効化する消毒処理、全ての微生物を排除もし
くは死滅させる滅菌処理、またはこれらの組み合わせ、のいずれであってもよい。
【００１６】
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　図１は、本実施の形態の内視鏡リプロセッサの構成を概略的に示す図である。
【００１７】
　図１に示すように、内視鏡リプロセッサ１は、内視鏡が配置される処理槽４を具備して
いる。
【００１８】
　処理槽４に、処理槽４から液体Ｓを排出する排出口５６’が設けられている。尚、図１
においては、処理槽４の底部４ｔに排出口５６’が設けられているが、処理槽４における
排出口５６’の位置は、底部４ｔに限定されない。
【００１９】
　また、本実施の形態においては、液体Ｓとしては、薬液、具体的には、消毒液または滅
菌液が例に挙げられる。
【００２０】
　また、処理槽４に、処理槽４に液体Ｓを導入する液体導入口３３’が設けられている。
尚、液体導入口３３’と排出口５６’とは、中途位置にポンプ２６’が設けられた循環管
路１２０によってつながれている。
【００２１】
　即ち、ポンプ２６’が駆動されると、処理槽４内の液体Ｓは、循環管路１２０を介して
液体導入口３３’から処理槽４に供給される。
【００２２】
　さらに、処理槽４に、処理槽４に対し液体Ｓを薬液タンク５８から供給するための薬液
ノズル２３が設けられている。尚、薬液ノズル２３と薬液タンク５８とは、中途位置にポ
ンプ６５が設けられた薬液管路６４によってつながれている。
【００２３】
　即ち、ポンプ６５が駆動されると、薬液タンク５８内の液体Ｓは、薬液管路６４を介し
て薬液ノズル２３から処理槽４に供給される。
【００２４】
　また、処理槽４に、処理槽４に対して液体を供給する給水ノズル２４が設けられている
。給水ノズル２４は、中途位置に開閉弁６８が設けられた給水管路９を介して水道栓５に
接続されている。
【００２５】
　即ち、開閉弁６８が開かれ、水道栓５が開栓されると、水道水は、給水管路９を介して
給水ノズル２４から処理槽４に供給される。
【００２６】
　また、処理槽４に、処理槽４に供給された液体Ｓを加温する加温部５３が設けられてい
る。
【００２７】
　尚、図１においては、加温部５３は、処理槽４の底部４ｔに設けられている場合を例に
挙げて示しているが、加温部５３は、処理槽４に対して底部４ｔ以外の位置に設けられて
いても構わない。
【００２８】
　例えば、加温部５３は循環管路１２０や、薬液管路６４や、薬液タンク５８等に設けら
れていても構わない。
【００２９】
　さらに、処理槽４に、処理槽４内の液体Ｓの温度を測定する温度センサ１５３が設けら
れている。
【００３０】
　尚、図１においては、温度センサ１５３は、底部４ｔから起立して設けられている場合
を例に挙げて示しているが、処理槽４の底部４ｔ以外の位置に設けられていても構わない
。
【００３１】
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　また、処理槽４に、処理槽４内において内視鏡が水没される水位を測定する水位センサ
３２が設けられている。
【００３２】
　ここで、給水管路９を薬液処理する際、液体導入口３３’と、温度センサ１５３とは、
液体移送具２００によってつながれる。
【００３３】
　次に、液体移送具２００の構成を、図２～図４を用いて示す。図２は、図１の液体移送
具を、温度センサ及び液体導入口とともに示す部分断面図、図３は、図２中のIII線で囲
った部位を拡大して示す液体移送具及び温度センサの部分断面図、図４は、図３中のIV-I
V線に沿う液体移送具及び温度センサの断面図である。
【００３４】
　図２に示すように、液体移送具２００は、接続部２００ａと、カバー２００ｂと、流路
２００ｃと、リリーフ部２００ｄとから構成されている。
【００３５】
　接続部２００ａは、液体移送具２００の一端に配置される。接続部２００ａは液体導入
口３３’に対して着脱自在であることが好ましい。
【００３６】
　カバー２００ｂは、液体移送具２００の他端に配置されるとともに、図２、図３に示す
ように、温度センサ１５３を着脱自在に覆う。
【００３７】
　流路２００ｃは、接続部２００ａとカバー２００ｂとをつなぐものであり、例えばチュ
ーブから構成されている。尚、チューブとしては、耐薬性を有するとともに、温度変化の
影響を受け難い材質から構成されていることが好ましい。
【００３８】
　尚、図２においては、接続部２００ａ及びカバー２００ｂは、流路２００ｃと一体形成
されている場合を例に挙げて示しているが、流路２００ｃに対して流路２００ｃとは別体
の接続部２００ａ及びカバー２００ｂが固定される構成であっても構わない。
【００３９】
　リリーフ部２００ｄは、流路２００ｃから液体Ｓを漏出させるものであり、図３の様に
カバー２００ｂに設けられていてもよいし、温度センサ１５３側に設けられていてもよい
。
【００４０】
　具体的には、図３、図４に示すように、リリーフ部２００ｄは、カバー２００ｂの内周
２００ｂｎに配置されるとともに温度センサ１５３の外周面１５３ｇに当接する凸部２０
１と、液体Ｓを漏出させるための間隙２０２とから構成されている。
【００４１】
　凸部２０１は、カバー２００ｂを温度センサ１５３に被覆した際、外周面１５３ｇに当
接することにより、温度センサ１５３からカバー２００ｂが抜けてしまうことを防止する
ものであり、例えば弾性部材から構成されている。即ち、凸部２０１は、温度センサ１５
３に対してカバー２００ｂを把持するものである。
【００４２】
　尚、図４においては、凸部２０１は、３つ設けられている場合を例に挙げて示している
が、温度センサ１５３からカバー２００ｂが抜けてしまうことを防ぐことができ、間隙２
０２を生じさせることができるのであれば、３つに限定されない。
【００４３】
　間隙２０２は、カバー２００ｂの開口端において、凸部２０１により未閉塞な部位に形
成されており、流路２００ｃから液体Ｓを漏出させるものである。
　上述の凸部２０１は温度センサの外周から突出するように設けてもよい。
【００４４】
　尚、間隙２０２を介して流路２００ｃから液体Ｓが処理槽４に漏出されるため、液体Ｓ
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の流れにより、液体Ｓの漏出中は、凸部２０１は、温度センサ１５３の外周面１５３ｇか
ら抜け難い構成となっている。
　また、リリーフ部として凸部を例示したが、リリーフ部は液体移送具２００の中途位置
に設けられた孔であってもよい。リリーフ部があることで、流路２００ｃ内の圧が高まっ
て液体移送具が温度センサ１５３から抜けてしまうことを防止することができる。
【００４５】
　処理槽４の液体Ｓは、ポンプ２６’が駆動されると、排出口５６’、循環管路１２０、
液体導入口３３’、流路２００ｃを介して、間隙２０２から再度処理槽４に供給される。
この際、カバー２００ｂは、温度センサ１５３を覆っていることから、温度センサ１５３
は、液体Ｓに接触し、液体Ｓの温度を測定することができる。
【００４６】
　よって、凸部２０１は、図３に示すように、間隙２０２が底部４ｔに当接されてしまう
ことによって間隙２０２が塞がれてしまうことがないよう、底部４ｔから設定距離Ｋだけ
離間した位置に、カバー２００ｂを把持する。
【００４７】
　尚、温度センサ１５３にカバー２００ｂを被覆した際に、設定距離Ｋを確実に確保する
ため、凸部２０１またはカバー２００ｂに、底部４ｔに接触する図示しない突起が設けら
れていても構わない。
【００４８】
　また、温度センサ１５３の外周面１５３ｇにカバー２００ｂまたは凸部２０１が当接す
る図示しない突起が設けられていることにより、温度センサ１５３にカバー２００ｂを被
覆した際に、設定距離Ｋを確実に確保する構成であっても良い。
【００４９】
　さらに、設定距離Ｋは、０より大きく凸部２０１が温度センサ１５３の上端の外周面１
５３ｇに当接する位置よりも小さい距離に設定されている。
【００５０】
　尚、その他の内視鏡リプロセッサ１の構成は、従来の構成と同じであるため、その説明
は省略する。
【００５１】
　このように、本実施の形態においては、内視鏡リプロセッサ１は、処理槽４に設けられ
た液体導入口３３’と、温度センサ１５３とをつなぐ液体移送具２００を具備しており、
給水管路９を薬液処理する際、液体移送具２００のカバー２００ｂは、温度センサ１５３
に被覆されると示した。
【００５２】
　また、カバー２００ｂの内周２００ｂｎまたは１５３温度センサの表面に、流路２００
ｃから液体Ｓを漏出させる凸部２０１および間隙２０２を有するリリーフ部２００ｄが設
けられていると示した。
　本発明の構成により、温度センサ１５３を水没させなくとも温度測定が可能となるため
、温度勾配の影響を受けずに済み、温度センサの配置の自由度が上がる。
【００５３】
　図１を用いて説明すると、処理槽４に対して液体Ｓを循環させて給水管路９の薬液処理
を行う際、従来であれば、温度センサ１５３が液体Ｓに水没する水位Ｌ２まで、液体Ｓを
薬液タンク５８から薬液管路６４、薬液ノズル２３を介して処理槽４に供給していた。　
【００５４】
　しかしながら、本実施の形態においては、水位Ｌ２よりも少ない水位Ｌ１（Ｌ１＜Ｌ２
）の液体Ｓを処理槽４に供給したとしても、カバー２００ｂは、温度センサ１５３を被覆
しているため、温度センサ１５３は液体Ｓに接触することから、温度センサ１５３を液体
Ｓに浸漬させなくても液体Ｓの温度を測定することができる。
【００５５】
　他の効果としては、例えば、加温部５３を処理槽４の底面に設けた場合、加温部５３の
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影響を受けないようにするため温度センサ１５３を高い位置に配置するという対応方法が
ある。この場合、温度センサ１５３を水没させるためにリプロセスに必要な薬液量を超え
た量を使用する必要があったが、本発明では、温度センサ１５３を水没させる必要がなく
なるため、薬液の使用量を低減することができる。
【００５６】
　ここでいうリプロセスとは、内視鏡の消毒または滅菌であってもよいし、内視鏡リプロ
セッサの管路を消毒または滅菌する薬液処理であってもよい。図１の水位Ｌ１は、前者で
あれば内視鏡の消毒水位または滅菌水位であり、後者であれば内視鏡リプロセッサの管路
に消毒液または滅菌液を循環させる水位である。
【００５７】
　尚、図１においては、内視鏡リプロセッサ１の給水管路９の薬液処理を例に挙げて示し
たが、内視鏡リプロセッサ１の循環管路１２０に接続された他の管路の薬液処理にも適用
可能であることは勿論である。尚、薬液処理に限定されず、他の液体処理、例えば水を用
いたすすぎ等にも適用可能である。
【００５８】
　次に、図１の内視鏡リプロセッサの内部構成の一例を、図５を用いて示す。図５は、図
１の内視鏡リプロセッサの内部構成の一例を示す図である。
【００５９】
　図５に示すように、内視鏡リプロセッサ１において、水道栓５がチューブ３１ａを介し
て接続された給水ホース接続口３１は、給水管路９の一端と連通している。この給水管路
９は、他端が三方電磁弁１０に接続されており、管路の中途において、給水ホース接続口
３１側から順に、給水電磁弁１５と、逆止弁１６と、開閉弁６８と、給水フィルタ１７と
が介装されている。
【００６０】
　尚、給水フィルタ１７は、定期的に交換できるように、カートリッジタイプの濾過フィ
ルタとして構成されている。給水フィルタ１７は、通過する水道水の異物、雑菌等を除去
する。
【００６１】
　三方電磁弁１０は、流液管路１８に接続されており、給水ノズル２４に対する給水管路
９と流液管路１８との連通を内部の弁によって切り替える。つまり、給水ノズル２４は、
三方電磁弁１０の切り替え動作により、給水管路９と流液管路１８とのいずれか一方と連
通する。また、流液管路１８の他端側には、液体のみを移送することができる、液体の移
送能力に優れた非自吸式のポンプである流液ポンプ１９が介装されている。
【００６２】
　処理槽４に配設された循環口５６は、循環管路２０の一端に接続されている。尚、循環
口５６は、上述した本実施の形態の排出口５６’に相当し、循環管路２０は、上述した本
実施の形態の循環管路１２０に相当している。
【００６３】
　循環管路２０の他端は、流液管路１８の他端及びチャンネル管路２１の一端と連通する
ように、２つに分岐している。尚、チャンネル管路２１は、上述した本実施の形態の循環
管路１２０に相当している。
【００６４】
　チャンネル管路２１の他端は、コネクタ３３に連通している。尚、コネクタ３３は、上
述した本実施の形態の液体導入口３３’に相当している。
【００６５】
　チャンネル管路２１は、管路の中途において、一端側から順に、チャンネルポンプ２６
、三方弁１５０、チャンネルブロック２７、チャンネル電磁弁２８がそれぞれ介装されて
いる。
【００６６】
　三方弁１５０に、給水循環管路３７の一端が接続されている。給水循環管路３７の他端
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は、開閉弁６８に接続されている。
【００６７】
　チャンネルブロック２７とチャンネル電磁弁２８の間におけるチャンネル管路２１には
、洗浄ケース６と一端が接続しているケース用管路３０の他端が接続されている。このケ
ース用管路３０には、リリーフ弁３６が介装されている。尚、チャンネルポンプ２６は、
液体と気体とをどちらも、非自吸式ポンプよりも高圧で移送することができる自吸式のポ
ンプから構成されている。また、チャンネルポンプ２６は、上述した本実施の形態のポン
プ２６’に相当している。
【００６８】
　洗剤ノズル２２は、洗浄剤管路３９の一端と接続されており、洗浄剤管路３９の他端は
、洗剤タンク１１ａに接続されている。この洗浄剤管路３９には、その中途に、洗浄剤を
洗剤タンク１１ａから処理槽４まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成された
洗剤用ポンプ４０が介装されている。
【００６９】
　アルコールタンク１１ｂは、アルコール管路４１の一端と接続されており、このアルコ
ール管路４１はチャンネル管路２１と所定に連通するように、チャンネルブロック２７に
接続されている。
【００７０】
　このアルコール管路４１には、アルコールをアルコールタンク１１ｂから処理槽４まで
持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成されたアルコール供給ポンプ４２と、電磁
弁４３とが介装されている。
【００７１】
　また、チャンネルブロック２７には、気体を移送することができる自吸式ポンプから構
成された送気ポンプ４５からの空気を供給するためのエア管路４４の一端が所定にチャン
ネル管路２１と連通するように接続されている。
【００７２】
　このエア管路４４は、他端が送気ポンプ４５に接続されており、エア管路４４の中途位
置には、逆止弁４７と、定期的に交換されるエアフィルタ４６とが介装されている。
【００７３】
　排出口５５内には、弁の切り替え動作により、外部へ洗浄液等を排出したり、薬液タン
ク５８に薬液を回収したりするための開閉自在な図示しない弁体が設けられている。
【００７４】
　排出口５５は、外部排液口へ接続される不図示の排水ホースと一端が接続されて連通す
る排液管路５９の他端と接続されており、この排液管路５９には、非自吸式のポンプから
構成された排水ポンプ６０が介装されている。また、排出口５５は、薬液回収管路６１の
一端と接続され、この薬液回収管路６１の他端は薬液タンク５８に接続されている。
【００７５】
　薬液タンク５８は、薬液ボトル１２から薬液が供給されるように、薬液供給管路６２の
一端とも接続されている。
【００７６】
　また、薬液タンク５８内には、一端に吸引フィルタ６３が設けられた薬液管路６４の前
記一端部分が所定に収容されている。この薬液管路６４は、他端が薬液ノズル２３に接続
されており、中途位置に、薬液を薬液タンク５８から処理槽４まで引き上げるため高圧の
自吸式のポンプから構成されたポンプ６５が介装されている。
【００７７】
　尚、処理槽４の底面の下部には、例えば２つの振動部５２と、加温部５３とが配設され
ている。
【００７８】
　また、加温部５３の温度調節のため、処理槽４の底面の略中央には、温度センサ１５３
が設けられている。
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【００７９】
　尚、上述した本実施の形態に示したように、温度センサ１５３及びコネクタ３３に対し
、液体移送具２００が着脱自在である。
【００８０】
　また、処理槽４には、水位センサ３２が設けられている。
【００８１】
　また、内視鏡リプロセッサ１の内部には、外部のＡＣコンセントから電力が供給される
電源７１と、この電源７１と電気的に接続される制御部７０が設けられている。
【００８２】
　この制御部７０は、内視鏡リプロセッサ１に設けられたメイン操作パネル及びサブ操作
パネルからの各種信号が供給され、上述した各ポンプ、各電磁弁などを駆動制御する。
【００８３】
　次に、図１の内視鏡リプロセッサの内部構成の図５とは異なる一例を、図６を用いて示
す。図６は、図１の内視鏡リプロセッサの内部構成の図５とは異なる一例を示す図である
。
【００８４】
　尚、以下、図６に示す内視鏡リプロセッサ１の構成は、図５に示す内視鏡リプロセッサ
１の構成とは異なる部位のみを説明する。
【００８５】
　図６に示す内視鏡リプロセッサ１においては、チャンネル管路２１から給水管路９に液
体を送液する構成が図５に示す内視鏡リプロセッサ１とは異なる。
【００８６】
　具体的には、図６に示す内視鏡リプロセッサ１においては、三方弁１５０、給水循環管
路３７、開閉弁６８は用いずに、チャンネル管路２１から給水管路９に送液する構成とな
っている。
【００８７】
　具体的には、チャンネル管路２１の他端側は、２つに分岐されており、一方は、コネク
タ３３に接続され、他方は、処理槽４に設けられたコネクタ１３３に接続されている。
【００８８】
　また、処理槽４に、コネクタ１３４が設けられており、コネクタ１３４は、給水管路９
と、給水循環管路１３５により接続されている。
【００８９】
　さらに、コネクタ１３３には、給水循環チューブ１２１の一端が着脱自在であり、コネ
クタ１３４には、給水循環チューブ１２１の他端が着脱自在である。
【００９０】
　尚、その他の構成は、上述した図５に示した内視鏡リプロセッサ１の構成と同じである
。このような構成によっても、チャンネル管路２１の液体は、コネクタ１３３、給水循環
チューブ１２１、コネクタ１３４、給水循環管路１３５を介して給水管路９に供給できる
ため、上述した本実施の形態が適用可能である。
【００９１】
　また、図５、図６に示した内視鏡リプロセッサ１の構成はあくまでも一例であり、給水
管路９に循環管路１２０から液体が送液可能な構成であれば、どのような構成であっても
上述した本実施の形態は適用可能である。
【符号の説明】
【００９２】
　１…内視鏡リプロセッサ
　４…処理槽
　４ｔ…底部
　５…水道栓
　６…洗浄ケース



(10) JP 2018-269 A 2018.1.11

10

20

30

40

50

　９…給水管路
　１０…三方電磁弁
　１１ａ…洗剤タンク
　１１ｂ…アルコールタンク
　１２…薬液ボトル
　１５…給水電磁弁
　１６…逆止弁
　１７…給水フィルタ
　１８…流液管路
　１９…流液ポンプ
　２０…循環管路
　２１…チャンネル管路
　２２…洗剤ノズル
　２３…薬液ノズル
　２４…給水ノズル
　２６…チャンネルポンプ
　２６’…ポンプ
　２７…チャンネルブロック
　２８…チャンネル電磁弁
　３０…ケース用管路
　３１…給水ホース接続口
　３１ａ…チューブ
　３２…水位センサ
　３３…コネクタ
　３３’…液体導入口
　３６…リリーフ弁
　３７…給水循環管路
　３９…洗浄剤管路
　４０…洗剤用ポンプ
　４１…アルコール管路
　４２…アルコール供給ポンプ
　４３…電磁弁
　４４…エア管路
　４５…送気ポンプ
　４６…エアフィルタ
　４７…逆止弁
　５２…振動部
　５３…加温部
　５５…排出口
　５６…循環口
　５６’…排出口
　５８…薬液タンク
　５９…排液管路
　６０…排水ポンプ
　６１…薬液回収管路
　６２…薬液供給管路
　６３…吸引フィルタ
　６４…薬液管路
　６５…ポンプ
　６８…開閉弁
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　７０…制御部
　７１…電源
　１２０…循環管路
　１２１…給水循環チューブ
　１３３…コネクタ
　１３４…コネクタ
　１３５…給水循環管路
　１５３…温度センサ
　１５３ｇ…外周面
　２００…液体移送具
　２００ａ…接続部
　２００ｂ…カバー
　２００ｂｎ…内周
　２００ｃ…流路
　２００ｄ…リリーフ部
　２０１…凸部
　２０２…間隙
　Ｋ…設定距離
　Ｌ１…水位
　Ｌ２…水位
　Ｓ…液体
　

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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